
安全で安心な県づくりについて

（1） 「安心」の現状

問30 次にあげた（ア）～（ク）の項目について、あなたは現状をどのように感じて

いますか。それぞれ１～５の中であてはまるもの１つに○をつけてください。

　〈あなたは、自分の周囲には児童、配偶者、高齢者、障がい者などに対する暴力が

なく、安心して暮らせる環境だと思いますか〉（25.3％）に「はい」と回答した人が

最も多く、２割強となっている。〈あなたは、身の回りのいろいろな危険（災害や事

故、犯罪など）から身を守るために気をつけていることがありますか〉（21.3％）と

〈あなたの住む地域は、水や大気など環境汚染に関して安全な生活環境が確保されて

いると思いますか〉（20.8％）も２割台となっている。

8

全　体
（n=790）

8.5%
（67人）

21.3%
（168人）

20.8%
（164人）

17.6%
（139人）

25.3%
（200人）

13.9%
（110人）

8.9%
（70人）

18.6%
（147人）

26.6%
（210人）

33.0%
（261人）

16.8%
（133人）

39.0%
（308人）

44.1%
（348人）

27.0%
（213人）

46.6%
（368人）

40.4%
（319人）

7.1%
（56人）

21.1%
（167人）

19.1%
（151人）

25.8%
（204人）

15.3%
（121人）

21.6%
（171人）

30.0%
（237人）

21.4%
（169人）

19.0%
（150人）

18.5%
（146人）

9.4%
（74人）

5.3%
（42人）

23.8%
（188人）

10.5%
（83人）

13.5%
（107人）

11.9%
（94人）

10.9%
（86人）

33.4%
（264人）

3.5%
（28人）

3.7%
（29人）

9.0%
（71人）

2.7%
（21人）

5.6%
（44人）

7.3%
（58人）

4.9%
（39人）

4.8%
（38人）

5.6%
（44人）

5.1%
（40人）

6.2%
（49人）

5.6%
（44人）

5.1%
（40人）

5.1%
（40人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

ア　あなたは、犯罪にあうことへの不安を感じるこ
　となく安心して暮らしていますか。　　　　　　

イ　あなたは、自分の周囲には児童、配偶者、高齢
　者、障がい者などに対する暴力がなく、安心して
　暮らせる環境だと思いますか。　　　　　　　　

ウ　あなたは、交通事故にあうことや起こすことへ
　の不安を感じることなく安心して暮らしています
　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

エ　あなたは、毎日の食生活において、食品の安全
　に不安を感じることなく安心して暮らしています
　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オ　あなたの住む地域は、水や大気など環境汚染に
　関して安全な生活環境が確保されていると思いま
　すか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ　あなたは、犯罪や交通事故の犠牲者やその家族
　が受けた被害から立ち直り、平穏な生活を取り戻
　すための支援活動があることを知っていました　
　か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キ　あなたは、身の回りのいろいろな危険（災害や
　事故、犯罪など）から身を守るために気をつけて
　いることがありますか。　　　　　　　　　　　

ク　あなたの住む地域では、身の回りのいろいろな
　危険（災害や事故、犯罪など）から住民や地域を
　守るため、協力し合いながら対策を行っていると
　思いますか。　　　　　　　　　　　　　　　　

はい どちらかと言えば「はい」

どちらとも言えない・該当しない どちらかと言えば「いいえ」

いいえ 無回答
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　「はい」と「どちらかと言えば“はい”」を合わせた『はい』計の割合をみると、

〈あなたは、自分の周囲には児童、配偶者、高齢者、障がい者などに対する暴力が

なく、安心して暮らせる環境だと思いますか〉（71.9％）が最も多く、7割を超えた。

〈あなたは、毎日の食生活において、食品の安全に不安を感じることなく安心して暮

らしていますか〉（61.6％）と〈あなたの住む地域は、水や大気など環境汚染に関し

て安全な生活環境が確保されていると思いますか〉（59.7％）が６割前後、〈あなた

は、犯罪にあうことへの不安を感じることなく安心して暮らしていますか〉と〈あな

たは、身の回りのいろいろな危険（災害や事故、犯罪など）から身を守るために気を

つけていることがありますか〉（各54.3％）が５割台となっている。

　一方、「いいえ」と「どちらかと言えば“いいえ”」を合わせた『いいえ』計の割

合は、〈あなたは、犯罪や交通事故の犠牲者やその家族が受けた被害から立ち直り、

平穏な生活を取り戻すための支援活動があることを知っていましたか〉（51.9％）が

５割を超え、高くなっている。
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